
　教室には子どもたちの正面に黒板が
あります。黒板は「黒い板」と書きま
すが、いまでは濃い緑色をしたものが
一般的です。近年では白板や電子黒板
も普及してきました。黒板は教室環境
を構成する重要な教具として伝統的に
活用されてきました。
　教室で授業をするとき、教師は板書
という行為を行っています。板書の仕
方や記述する内容を見ると、授業者の
授業に対する意図やねらいが伝わって
きます。強調したい事項は赤や黄など
の色のチョークで書いたり、文字を四
角で囲ったりしています。これによっ
て、子どもたちはその文字や語句を強
く意識して捉えるようになります。
　ＡとＢの関係を捉えさせたいとき、
両者の間に→や←の矢印や、＝の印を
書き入れることがあります。これらの
行為によって、子どもたちは事象の変
化や違いを意識したり、原因と結果の
関係を捉えたりすることが容易になり
ます。さらに、子どもたちの多様な意
見の違いがわかるように板書すること
によって、論点が明確になります。
　このように、板書事項には子どもた
ちの視覚に訴えながら、思考を促した
り理解を深めさせたりする役割があり 

ます。板書には「もう一つの教材」と
しての重要な機能があるといえます。
　近年、板書の機能が再確認され、あ
らかじめ「板書計画」を作成して授業
に臨むようになってきました。板書計
画を示した学習指導案も多くなりまし
た。教科によっては「板書指導案」を
作成する取り組みも見られます。
　板書力は授業力の重要な要素の一つ
だといえます。授業における板書のも
つ教材性と教育的な価値を改めて確認
したいものです。

　１単位時間（４５分間）に複数の教
室の授業を参観することがあります。
そのようなときには、授業後に先に参
観した教室の板書事項を見て回ること
があります。すると、授業がどのよう
に展開されたのか、およその状況を把
握することができます。
　ただ、板書されていなかったり、途
中で一部でも消されたりしている場合
には把握できません。板書が４５分間
の「一つの作品」として完成されてい
る場合には、学習のめあて（課題）が
何だったのか。それにもとづいて授業
がどのように展開されたのか。子ども
たちからどのような意見が出され、教
師は何を取り上げたのか。そして、授 

業はどのように終了したのかが手に取
るようにわかります。板書を見れば、
授業の状況がわかります。
　電子黒板が導入されていますが、便
利な反面、映像が移り変わってしまう
というデメリットもあります。その点
アナログな板書は、子どもたちがいつ
でも、必要なときに振り返ることがで
きます。それぞれの利点を生かした活
用の仕方が求められます。
　教師が板書するとき、子どもたちは
教師の一挙手一投足に集中します。板
書を問題にするとき、多くの場合黒板
に何を書くのかが話題になりますが、
子どもたちは教師がどのように書くの
かにも注視しています。万一書き順や
漢字に誤りがあると、子どもから指摘
されます。子どもが誤って理解してし
まうことがあります。
　「板書を見れば、授業がわかる」と
いいましたが、それだけではありませ
ん。授業者の「指導観」や「児童観」
もわかります。これらは授業者が授業
をどのように捉えているか。子どもを
どのような存在としてみているかとい
うことです。
　板書は教師が行うものとして捉える
傾向がありますが、子どもたちが板書
に参加する場面を設ける工夫もしたい
ものです。板書で授業への参画意識を
養うことができます。

旧暦の元禄１５年（１７０３年）のこ
の日、大石内蔵助ら４７人の赤穂浪
士が江戸・本所松坂町の吉良家の
上屋敷に討ち入りました。
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何事も人より先に行
うことで、有利な立場
に立つということで
す。「征す」ではありま
せん。「先手必勝」と同
じ意味です。
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●教師が板書する行為には、子どもの思考を促し、理解を深める重要な役割があ
ります。板書事項は「もう一つの教材」だといえます。
●「板書を見れば、授業がわかる」といわれています。授業者には思いつきでは
ない、計画的な板書構成力が求められます。

板書を見れば、授業がわかる



　連合艦隊司令長官・山本五十六が残
した有名な言葉です。「人を動かす」
ときには、ただ命令・指示するだけで
はだめだ。動いてくれたとしても、本
人の意思が伴っていない。「人を動か
す」ためには、実際にやってみせるこ
と（師範）、なぜやるのか、どのよう
にやるのかなど納得できるように言っ
て聞かせること（説諭）、そしてやっ
たことには誉めてやること（称賛）が
大切だという趣旨です。これはあらゆ
る分野において「人を動かす」際の鉄
則を述べたものでしょう。
　人を動かす立場にある企業の経営者
や行政などの管理職が座右の銘にして
いると聞きます。色紙などにも書かれ
ています。

　この言葉のあとには、「話し合い　
耳を傾け承認し　任せてやらねば　人
は育たず　やっている姿を　感謝で見
守って　信頼せねば　人は実らず」と
続きます。つなげて読むと、人を育て
るときの神髄が伝わってきます。
　文中の「人」を「子ども」に読み変
えることができます。すると、学級担
任として子どもを育てる際の鉄則がみ
えてきます。特に「言って聞かせる」
とは諭すことです。「教諭」という職
名にはそもそも教えるだけでなく、
言って聞かせて納得させ、よりよい方
向に導くという役割があります。
　山本五十六は「真珠湾奇襲作戦」を
敢行したことで知られていますが、日
米開戦に反対した数少ない軍人の一人
でした。父親が５６歳のときに生まれ
た子どもでしたので、「五十六（いそ
ろく）」と名づけられたそうです。

　すべての学校には図書館（図書室）
が設置されています。学校に設置を義
務づけた「学校図書館法」が昭和２８
年（１９５３年）に公布されてから、
今年で７０年を迎えています。
　国は、平成５年（１９９３年）度から、
学校図書館の整備と充実に努めてきまし
た。令和３年（２０２１年）度は、公立
小中学校の学校図書館の充実のために、
図書の購入費として２２０億円の地方交
付税交付金が措置されました。
　ところが、図書購入費として使用され
た金額は約１２６億円（全体の５７％）
にとどまったことが、文部科学省の調査

で明らかになりました。交付税額に占め
る図書購入額の割合も、年々減少の傾向
にあります。
　そもそも国が措置する交付金の使途
（使い道）は自治体が決めることになっ
ており、国が指示することはできない
仕組みになっています。そのため、せっ
かく図書購入のために措置された金額
が、社会保障や道路の建設などほかの
ものに使われ、図書の購入に予算化さ
れていないものと思われます。
　学校図書館に、古いデータのままの
図書や傷みの激しい図書が並んでいる
ことがあります。学校図書館の蔵書数
を充実させるためには、図書館の利用
者を増やすとともに、学校に配分され
る図書購入費を増やすよう、自治体の
担当者に働きかける必要があります。
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学校図書館の図書購入費
　学級経営案は年度当初に作成する学
級集団づくりのビジョンです。こんな
学級にしたい。こんな子どもたちを育
てたいという担任の思いや願いを表し
たものです。その意味で、学級経営案
はよりよい学級集団をつくり、子ども
たちをよりよく成長させるための方向
性と指導方法を指し示した「地図」だ
といえます。ビル建設に当たって作成
する設計図や、航海するときに必要と
なる航路図にあたります。
　船舶が羅針盤や航海地図を携帯しな
いで出航すると、行き先（目的地）が
わからないだけでなく、行き方（航路）
を定めることもできません。海上をさ
まよい、難破しかねません。
　学級経営案は、各学級担任が校長の
策定した学校経営の基本方針を受け、
遅くても５月の連休明けまでに作成し
ます。学年経営案との整合性を図るよ
うにします。学級経営案は保護者会で
学級経営の方針や方法などを説明する
際に資料として活用します。そのため
には保護者にも理解できるよう、分か
りやすく書き表すことが大切です。
　学級経営案はあくまでも年度当初に
作成したプランですから、学級が運営
されていくと、当初に想定したことが
変わったり、新たな課題が生まれたり
することがあります。ですから、学級
経営案は不断に見なおし、実現の状況
を見きわめながら常に改善することが
求められます。「ＰＤＣＡシステム」
の特に「ＣＡ」が重要になります。
　学級経営案は公開されることが原則
です。記載に当たっては、個人情報や
プライバシーに十分配慮します。校長
の決裁を得るとともに、各学級の経営
案を校内で共有します。 

学級経営案－作成の意義

編　集　後　記
今号より編集担当が交代になりました。編
集子Hは、実に11年ぶりの復帰となります。
この間、1号も欠かさずご執筆いただいた北
先生の汲めども尽きぬご見識と、何より持
続力に感服せざるを得ません。担当として
も1号でも長く続けられるよう、兜の緒を締
めて奮励してまいります。　　　   （H記）
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防災訓練や避難訓練を行う
だけではなく、その意義や必要性を
子どもたちに認識させることの
重要性を説いた一書！

自然災害防止教育と

学校の役割
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